
【研究に関する情報】 

研究課題名 在胎 28週未満の早産児において severe SGAが短期呼吸予後に与える影

響 

研究責任者 <所属(診療科等)>  新生児科 

<職名・氏名>  副部長 小川 亮 

研究期間 2025年 7月 1日～2027年 3月 31日 

研究の目的 在胎 28 週未満で出生した早産児において、出生体重が著しく小さい

（severe SGA）ことが出生直後から修正 40週までの短期呼吸予後（CLD、

気管切開、吸入 NO 使用、在宅酸素療法）に与える影響を評価することを

目的とします。 

研究の方法 当院で 2017 年 8 月 1 日から 2024 年 7 月 31 日までに出生した在胎 28 週

未満の早産児を対象とし、診療録から出生体重、在胎週数、呼吸管理、呼

吸予後（慢性肺疾患、気管切開、NO 吸入、在宅酸素）の有無などを抽出

し、出生体重のパーセンタイルに応じた群間比較を行います。 

＜対象となる患者さん＞ 

2017年 8月 1日から 2024年 7月 31日までに当院で出生した在胎 28週未

満の早産児の方 

<利用する者の範囲> 

本研究に使用する情報は、診療録から得られる出生体重、在胎週数、呼吸

管理・治療歴などの臨床情報であり、個人を特定できない形に仮名化して

使用します。情報は研究責任者および共同研究者（赤川大介、小田新）に

限って利用されます。 

問い合わせ先 

 

この研究への参加は任意です。あなたの自由な意思が尊重されます。 

上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は、下記まで

ご連絡ください。なお、研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利

益を受けることはありません。ただし、申し出時点で既に研究成果が公表

されていた場合や、特定の個人を識別できないよう加工された情報を用い

ている場合には、その情報を引き続き使用させていただくことがありま

す。 

 

<研究責任者>  

長野県立こども病院 新生児科 副部長 小川 亮 

〒399-8288 長野県安曇野市豊科 3100 

電話：0263-73-6700(代)  臨床研究支援室 

ファックス：（0263）73-5432 

 


